
▼優勝決定直後の明治大学の選手たち。主将の伊澤直乙斗選手（右端）が
　大将戦を戦い抜いた時田開仁選手を抱きしめ健闘を讃（たた）えた

２０２６年度全日本学生柔道優勝大会



２
０
２
６
年
度
全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会

明
治
大
学
が
優
勝

明
治
大
学
が
優
勝

2525
年
ぶ
り
の
頂
点

年
ぶ
り
の
頂
点　

学
生
柔
道
の
団
体
日
本
一
を
決
め
る
２
０
２
６
年
度
全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会

（
男
子
75
回
・
女
子
35
回
）が
６
月
27
・
28
日
、日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。結
果
は
、

男
子
の
部
で
は
明
治
大
学
が
25
年
ぶ
り
の
優
勝
、
女
子
一
部
で
は
東
海
大
学
が
２
年

ぶ
り
に
優
勝
し
王
座
を
奪
還
、
女
子
二
部
で
は
大
阪
教
育
大
学
が
初
優
勝
し
た
。

※
詳
細
は
、
今
月
の
ニ
ュ
ー
ス
（
86
ペ
ー
ジ
〜
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

注目ニュース

【男子の部・決勝（大将戦）】明治大学・時田開仁（上）が払巻込で技ありを奪う【男子の部・決勝（大将戦）】明治大学・時田開仁（上）が払巻込で技ありを奪う
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２
０
２
６
年
度
全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会
（
男
子
75
回
・
女
子
35
回
／
主
催
＝
全

日
本
学
生
柔
道
連
盟
、
毎
日
新
聞
社
）
が
６
月
27
・
28
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
。
男
子
の
部
で
は
明
治
大
学
が
国
士
舘
大
学
を
下
し
、
25
年
ぶ
り
の
優
勝
を
果
た
し

た
。
女
子
一
部
は
東
海
大
学
が
筑
波
大
学
を
破
り
２
年
ぶ
り
に
優
勝
、
女
子
二
部
は
大

阪
教
育
大
学
が
埼
玉
大
学
に
勝
利
し
初
優
勝
し
た
。

２０２６年度全日本学生柔道優勝大会

　

本
大
会
は
、
全
国
９
地
区
（
北
海
道
・

　

本
大
会
は
、
全
国
９
地
区
（
北
海
道
・

東
北
・
北
信
越
・
関
東
・
東
京
・
東
海
・

東
北
・
北
信
越
・
関
東
・
東
京
・
東
海
・

関
西
・
中
国
四
国
・
九
州
）
の
予
選
を
通

関
西
・
中
国
四
国
・
九
州
）
の
予
選
を
通

過
し
た
大
学
が
団
体
日
本
一
の
座
を
目
指

過
し
た
大
学
が
団
体
日
本
一
の
座
を
目
指

し
て
戦
う
、
学
生
柔
道
最
高
峰
の
大
会
の

し
て
戦
う
、
学
生
柔
道
最
高
峰
の
大
会
の

一
つ
で
あ
る
。

一
つ
で
あ
る
。

　

男
子
の
部
は
予
選
通
過
の

　

男
子
の
部
は
予
選
通
過
の
6262
大
学
と
、

大
学
と
、

学
連
選
抜
チ
ー
ム
（
東
京
地
区
）
を
合
わ

学
連
選
抜
チ
ー
ム
（
東
京
地
区
）
を
合
わ

せ
た
せ
た
6363
チ
ー
ム
が
、
女
子
の
部
は
一
部
・

チ
ー
ム
が
、
女
子
の
部
は
一
部
・

二
部
合
わ
せ
て

二
部
合
わ
せ
て
6161
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
ト

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
よ
っ
て
覇
を
競
っ
た
。

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
よ
っ
て
覇
を
競
っ
た
。

　

東
京
地
区
予
選
で
優
勝
し
た
明
治
大
学

　

東
京
地
区
予
選
で
優
勝
し
た
明
治
大
学

は
順
調
に
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
勝
ち
進

は
順
調
に
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
勝
ち
進

み
、
準
決
勝
で
は
前
回
大
会
優
勝
の
日
本

み
、
準
決
勝
で
は
前
回
大
会
優
勝
の
日
本

大
学
を
破
り
勢
い
に
乗
っ
て
い
る
帝
京
科

大
学
を
破
り
勢
い
に
乗
っ
て
い
る
帝
京
科

学
大
学
を
７

学
大
学
を
７

｜｜

０
で
破
り
、
決
勝
に
進
出

０
で
破
り
、
決
勝
に
進
出

し
た
。

し
た
。

　

明
治
大
学
と
決
勝
で
相
ま
み
え
る
の
は

　

明
治
大
学
と
決
勝
で
相
ま
み
え
る
の
は

国
士
舘
大
学
。
準
決
勝
で
は
グ
ラ
ン
ド
ス

国
士
舘
大
学
。
準
決
勝
で
は
グ
ラ
ン
ド
ス

■
男
子

■
男
子
（
７
人
制
）

（
７
人
制
）

　  明治大学が 25 年ぶりの優勝　  明治大学が 25 年ぶりの優勝
国士舘大学との決勝を制す国士舘大学との決勝を制す

明治大学明治大学 ３－１３－１ 国士舘大学国士舘大学

先先 堀　　優隼堀　　優隼 ○－　○－　
（小内刈）（小内刈） 竹市　裕亮竹市　裕亮

次次 工藤　悠祐工藤　悠祐 　－○　－○
（支釣込足）（支釣込足） 畠山　　凱畠山　　凱

五五 千野根玄貴千野根玄貴 ○－　○－　
（内股巻込）（内股巻込） 熊谷　諒也熊谷　諒也

中中 奥田　泰地奥田　泰地 ××
（引分）（引分） 山本　由聖山本　由聖

三三 伊澤直乙斗伊澤直乙斗 ××
（引分）（引分） 横手　和輝横手　和輝

副副 竹下　智哉竹下　智哉 ××
（引分）（引分） 工藤　瑠希工藤　瑠希

大大 時田　開仁時田　開仁 ○－　○－　
（払巻込）（払巻込） 三木　望夢三木　望夢

〈決勝〉〈決勝〉

ラ
ム
・
パ
リ
大
会
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
新
井

ラ
ム
・
パ
リ
大
会
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
新
井

道
大
を
擁
す
る
強
豪
の
東
海
大
学
と
対
戦

道
大
を
擁
す
る
強
豪
の
東
海
大
学
と
対
戦

し
、
５

し
、
５

｜｜

１
で
勝
利
。
３
年
ぶ
り
の
優
勝

１
で
勝
利
。
３
年
ぶ
り
の
優
勝

に
王
手
を
か
け
た
。

に
王
手
を
か
け
た
。◇◇

　

決
勝
の
序
盤
戦
。
先
鋒
戦
は
明
治
大

　

決
勝
の
序
盤
戦
。
先
鋒
戦
は
明
治
大

学
・
堀
優
隼
が
小
内
刈
で
技
あ
り
を
奪
い

学
・
堀
優
隼
が
小
内
刈
で
技
あ
り
を
奪
い

勝
利
、
続
く
次
鋒
戦
は
国
士
舘
大
学
・
畠

勝
利
、
続
く
次
鋒
戦
は
国
士
舘
大
学
・
畠

山
凱
が
支
釣
込
足
で
技
あ
り
を
奪
い
勝
利

山
凱
が
支
釣
込
足
で
技
あ
り
を
奪
い
勝
利

し
、
点
の
取
り
合
い
と
な
る
。

し
、
点
の
取
り
合
い
と
な
る
。

　

五
将
戦
で
は
明
治
大
学
・
千
野
根
玄
貴

　

五
将
戦
で
は
明
治
大
学
・
千
野
根
玄
貴

が
内
股
巻
込
で
一
本
を
奪
い
、
再
び
明
治

が
内
股
巻
込
で
一
本
を
奪
い
、
再
び
明
治

大
学
が
リ
ー
ド
。
そ
の
後
、
中
堅
、
三
将
、

大
学
が
リ
ー
ド
。
そ
の
後
、
中
堅
、
三
将
、

副
将
と
引
分
が
続
き
、
国
士
舘
大
学
が
一

副
将
と
引
分
が
続
き
、
国
士
舘
大
学
が
一

本
を
追
い
か
け
る
展
開
で
大
将
戦
と
な
る
。

本
を
追
い
か
け
る
展
開
で
大
将
戦
と
な
る
。

　

大
将
戦
で
は
、
懸
命
に
技
を
仕
掛
け
る

　

大
将
戦
で
は
、
懸
命
に
技
を
仕
掛
け
る

国
士
舘
大
学
・
三
木
望
夢
に
対
し
て
、
明

国
士
舘
大
学
・
三
木
望
夢
に
対
し
て
、
明

治
大
学
・
時
田
開
仁
が
試
合
終
了
間
近
に

治
大
学
・
時
田
開
仁
が
試
合
終
了
間
近
に

払
巻
込
で
技
あ
り
を
奪
う
。
そ
の
ま
ま
ポ

払
巻
込
で
技
あ
り
を
奪
う
。
そ
の
ま
ま
ポ

イ
ン
ト
を
守
り
切
っ
た
時
田
が
一
勝
を
挙

イ
ン
ト
を
守
り
切
っ
た
時
田
が
一
勝
を
挙

げ
、
３

げ
、
３

－－

１
で
明
治
大
学
が

１
で
明
治
大
学
が
2525
年
ぶ
り
の

年
ぶ
り
の

優
勝
を
決
め
た
。

優
勝
を
決
め
た
。

◇◇

　

今
大
会
の
決
勝
は
、

　

今
大
会
の
決
勝
は
、
2525
年
前
に
明
治
大

年
前
に
明
治
大

学
が
優
勝
し
た
第

学
が
優
勝
し
た
第
5050
回
大
会
（
２
０
０
１

回
大
会
（
２
０
０
１

年
）
と
同
じ
顔
合
わ
せ
。
前
回
と
同
様
に

年
）
と
同
じ
顔
合
わ
せ
。
前
回
と
同
様
に

明
治
大
学
が
勝
利
し
、
通
算
優
勝
回
数
は

明
治
大
学
が
勝
利
し
、
通
算
優
勝
回
数
は

1717
回
と
な
っ
た
。

回
と
な
っ
た
。

監　督監　督＝中濱　真吾／＝中濱　真吾／指導者指導者＝吉井　　健、森下　　正＝吉井　　健、森下　　正
主　将主　将＝伊澤直乙斗／＝伊澤直乙斗／主　務主　務＝福田　悠真＝福田　悠真
選　手（学年・身長・体重・出身高校）選　手（学年・身長・体重・出身高校）＝＝
伊澤直乙斗（伊澤直乙斗（４年・171㎝・  81㎏・習志野４年・171㎝・  81㎏・習志野）		 井出　翔真（）		 井出　翔真（４年・172㎝・100㎏・延岡学園４年・172㎝・100㎏・延岡学園））
千野根玄貴（千野根玄貴（４年・181㎝・120㎏・桐蔭学園４年・181㎝・120㎏・桐蔭学園）	 奥田　泰地（）	 奥田　泰地（３年・172㎝・81㎏・崇徳３年・172㎝・81㎏・崇徳））
片山　　涼（片山　　涼（３年・180㎝・  90㎏・國學院栃木３年・180㎝・  90㎏・國學院栃木）	 工藤　悠祐（）	 工藤　悠祐（３年・180㎝・110㎏・延岡学園３年・180㎝・110㎏・延岡学園））
大坂常汰朗（大坂常汰朗（２年・180㎝・105㎏・崇徳２年・180㎝・105㎏・崇徳）		  中濵　洋希（）		  中濵　洋希（２年・176㎝・105㎏・崇徳２年・176㎝・105㎏・崇徳））
堀　　優隼（堀　　優隼（２年・180㎝・100㎏・埼玉栄２年・180㎝・100㎏・埼玉栄）		 姥　三士郎（）		 姥　三士郎（１年・175㎝・  90㎏・東福岡１年・175㎝・  90㎏・東福岡））
竹下　智哉（竹下　智哉（１年・177㎝・100㎏・福大大濠１年・177㎝・100㎏・福大大濠）	 時田　開仁（）	 時田　開仁（１年・181㎝・130㎏・大成１年・181㎝・130㎏・大成））

優勝＝明治大学優勝＝明治大学

【男子の部・決勝（五将戦）】明治大学・千野根（右）が内股巻込で一本を奪い、明治大学が２勝と勝ち越した【男子の部・決勝（五将戦）】明治大学・千野根（右）が内股巻込で一本を奪い、明治大学が２勝と勝ち越した

▼【男子の部・決勝（先鋒戦）】▼【男子の部・決勝（先鋒戦）】
明治大学・堀（手前）が小内刈で技あり。チームに勢いをつけた明治大学・堀（手前）が小内刈で技あり。チームに勢いをつけた

男子男子
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◉
優
勝
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

◉
優
勝
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

・
中
濱
真
吾
監
督

・
中
濱
真
吾
監
督

「
な
か
な
か
結
果

「
な
か
な
か
結
果

を
出
せ
な
い
時
期

を
出
せ
な
い
時
期

が
続
い
て
い
ま
し

が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
よ
う
や
く

た
が
、
よ
う
や
く

優
勝
で
き
、

優
勝
で
き
、
嬉嬉う
れ
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
応

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
応

援
し
て
く
れ
る
Ｏ
Ｂ
、
家
族
、
仲
間
に
恩

援
し
て
く
れ
る
Ｏ
Ｂ
、
家
族
、
仲
間
に
恩

返
し
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
選
手
が
戦
っ

返
し
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
選
手
が
戦
っ

て
く
れ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
」

て
く
れ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
」

・
伊
澤
直
乙
斗
主
将

・
伊
澤
直
乙
斗
主
将

「
東
京
大
会
優
勝

「
東
京
大
会
優
勝

の
勢
い
で
全
日
本

の
勢
い
で
全
日
本

も
優
勝
し
た
い
と

も
優
勝
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
の
で

思
っ
て
い
た
の
で

本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
決
勝
は
、
自
分
が

本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
決
勝
は
、
自
分
が

勝
て
な
か
っ
た
こ
と
の
不
満
は
あ
り
ま
す

勝
て
な
か
っ
た
こ
と
の
不
満
は
あ
り
ま
す

が
、
チ
ー
ム
全
体
と
し
て
気
持
ち
を
切
ら

が
、
チ
ー
ム
全
体
と
し
て
気
持
ち
を
切
ら

さ
ず
に
試
合
で
き
た
と
思
い
ま
す
」

さ
ず
に
試
合
で
き
た
と
思
い
ま
す
」

・
千
野
根
玄
貴
選
手

・
千
野
根
玄
貴
選
手

「（
五
将
戦
で
の

「（
五
将
戦
で
の

一
本
に
つ
い
て
）

一
本
に
つ
い
て
）

こ
こ
は
し
っ
か
り

こ
こ
は
し
っ
か
り

勝
た
な
け
れ
ば
い

勝
た
な
け
れ
ば
い

け
な
い
、
と
い
う
気
持
ち
で
試
合
に
臨
み

け
な
い
、
と
い
う
気
持
ち
で
試
合
に
臨
み

ま
し
た
。
無
我
夢
中
の
技
で
し
た
が
、
決

ま
し
た
。
無
我
夢
中
の
技
で
し
た
が
、
決

め
切
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
」

め
切
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
」

　  東海大学が優勝旗奪還　  東海大学が優勝旗奪還
決勝は筑波大学に副将・大将戦で逆転勝利決勝は筑波大学に副将・大将戦で逆転勝利

　

決
勝
は
と
も
に
前
回
大
会
３
位
の
東
海

　

決
勝
は
と
も
に
前
回
大
会
３
位
の
東
海

大
学
と
筑
波
大
学
の
対
戦
。

大
学
と
筑
波
大
学
の
対
戦
。

　

先
鋒
戦
は
引
分
、
次
鋒
戦
で
は
筑
波
大

　

先
鋒
戦
は
引
分
、
次
鋒
戦
で
は
筑
波
大

学
・
ト
ー
レ
ス
カ
ミ
ラ
が
大
内
返
で
一
本

学
・
ト
ー
レ
ス
カ
ミ
ラ
が
大
内
返
で
一
本

を
奪
い
勝
利
、
中
堅
戦
は
引
分
と
筑
波
大

を
奪
い
勝
利
、
中
堅
戦
は
引
分
と
筑
波
大

学
が
優
勢
と
な
る
。

学
が
優
勢
と
な
る
。

　

副
将
戦
で
東
海
大
学
・
角
田
愛
が
豪
快

　

副
将
戦
で
東
海
大
学
・
角
田
愛
が
豪
快

な
裏
投
で
一
本
を
奪
い
、
勝
負
を
大
将
戦

な
裏
投
で
一
本
を
奪
い
、
勝
負
を
大
将
戦

へ
持
ち
越
し
た
。

へ
持
ち
越
し
た
。

　

同
点
で
迎
え
た
大
将
戦
。
１
年
生
な
が

　

同
点
で
迎
え
た
大
将
戦
。
１
年
生
な
が

ら
大
将
を
務
め
る
東
海
大
学
・
山
口
千
弘

ら
大
将
を
務
め
る
東
海
大
学
・
山
口
千
弘

■
女
子
一
部

■
女
子
一
部
（
５
人
制
）

（
５
人
制
）

が
、
筑
波
大
学
・
井
上
朋
香
か
ら
内
股
で

が
、
筑
波
大
学
・
井
上
朋
香
か
ら
内
股
で

技
あ
り
を
奪
い
、
そ
の
ま
ま

技
あ
り
を
奪
い
、
そ
の
ま
ま
袈袈けけ

裟裟ささ

固
で
合

固
で
合

技
の
一
本
。
東
海
大
学
が
２
年
振
り
の
優

技
の
一
本
。
東
海
大
学
が
２
年
振
り
の
優

勝
に
返
り
咲
い
た
。

勝
に
返
り
咲
い
た
。

　

こ
の
優
勝
で
東
海
大
学
の
通
算
優
勝
回

　

こ
の
優
勝
で
東
海
大
学
の
通
算
優
勝
回

数
は
山
梨
学
院
大
学
と
並
ぶ
最
多
の
９
回

数
は
山
梨
学
院
大
学
と
並
ぶ
最
多
の
９
回

と
な
っ
た
。

と
な
っ
た
。

◉
優
勝
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

◉
優
勝
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

・
今
井
優
子
監
督

・
今
井
優
子
監
督

「
チ
ー
ム
が
一
丸

「
チ
ー
ム
が
一
丸

と
な
っ
て
挑
む
と

と
な
っ
て
挑
む
と

い
う
こ
と
を
大
切

い
う
こ
と
を
大
切

に
し
て
戦
い
ま
し

に
し
て
戦
い
ま
し

た
。
今
回
、

た
。
今
回
、
怪怪けけ

我我がが

で
出
場
で
き
な
い
主
力

で
出
場
で
き
な
い
主
力

選
手
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
中
で

選
手
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
中
で

も
選
手
一
人
一
人
が
自
分
の
役
割
を
し
っ

も
選
手
一
人
一
人
が
自
分
の
役
割
を
し
っ

か
り
果
た
し
て
く
れ
ま
し
た
」

か
り
果
た
し
て
く
れ
ま
し
た
」

・
山
口
千
弘
選
手

・
山
口
千
弘
選
手

「
最
後
の
大
将
戦

「
最
後
の
大
将
戦

は
『
絶
対
に
勝
っ

は
『
絶
対
に
勝
っ

て
東
海
大
を
優
勝

て
東
海
大
を
優
勝

に
導
く
』
と
い
う

に
導
く
』
と
い
う

気
持
ち
で
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。（
決
勝

気
持
ち
で
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。（
決
勝

の
試
合
終
了
後
は
）
嬉
し
さ
も
あ
り
ま
し

の
試
合
終
了
後
は
）
嬉
し
さ
も
あ
り
ま
し

た
が
、
同
時
に
ホ
ッ
と
し
た
気
持
ち
も
あ

た
が
、
同
時
に
ホ
ッ
と
し
た
気
持
ち
も
あ

り
ま
し
た
」

り
ま
し
た
」

◀︎【男子の部・決勝（次鋒戦）】◀︎【男子の部・決勝（次鋒戦）】
国士舘大学・畠山（右）が支釣込足で技ありを奪い同点にする国士舘大学・畠山（右）が支釣込足で技ありを奪い同点にする

▼【男子の部・決勝（大将戦）】▼【男子の部・決勝（大将戦）】
明治大学・時田（左）が払巻込で技ありを奪い、寝技で攻めたてる明治大学・時田（左）が払巻込で技ありを奪い、寝技で攻めたてる

監　督監　督＝今井　優子／＝今井　優子／指導者指導者＝富沢　裕一、内村　光暉＝富沢　裕一、内村　光暉
主　将主　将＝近藤　美月／＝近藤　美月／主　務主　務＝莊司　理彩＝莊司　理彩
選　手（学年・身長・体重・出身高校）選　手（学年・身長・体重・出身高校）＝＝
横山美月（３年・161㎝・57㎏・八千代）横山美月（３年・161㎝・57㎏・八千代）
倉田夏苗（２年・158㎝・52㎏・淑徳）倉田夏苗（２年・158㎝・52㎏・淑徳）
本田里來（２年・158㎝・57㎏・敬愛）本田里來（２年・158㎝・57㎏・敬愛）
角田　愛（４年・163㎝・70㎏・トレビセンス）角田　愛（４年・163㎝・70㎏・トレビセンス）
森静　玖（３年・165㎝・63㎏・佐賀商業）森静　玖（３年・165㎝・63㎏・佐賀商業）
一美杏奈（２年・165㎝・63㎏・熊本西）一美杏奈（２年・165㎝・63㎏・熊本西）
横山七海（３年・166㎝・78㎏・横須賀学院）横山七海（３年・166㎝・78㎏・横須賀学院）
山口千弘（１年・169㎝・98㎏・敬愛）山口千弘（１年・169㎝・98㎏・敬愛）

優勝＝東海大学優勝＝東海大学

中濱監督を胴上げする明治大学の選手たち中濱監督を胴上げする明治大学の選手たち２位＝国士舘大学２位＝国士舘大学

女子女子
一部一部
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【
大
会
結
果
】

■
男
子

◉
優　

勝
＝
明
治
大
学

◎
準
優
勝
＝
国
士
舘
大
学

◯
３　

位
＝
帝
京
科
学
大
学
、
東
海
大
学

▽
優
秀
校
＝
日
本
大
学
、
筑
波
大
学
、

　
　
　
　
　

中
央
大
学
、
桐
蔭
横
浜
大
学

■
女
子
一
部

◉
優　

勝
＝
東
海
大
学

◎
準
優
勝
＝
筑
波
大
学

◯
３　

位
＝
環
太
平
洋
大
学
、
帝
京
大
学

▽
優
秀
校
＝
国
士
舘
大
学
、
近
畿
大
学
、

　
　
　
　
　

明
治
国
際
医
療
大
学
、
龍
谷
大
学

■
女
子
二
部

◉
優　

勝
＝
大
阪
教
育
大
学

◎
準
優
勝
＝
埼
玉
大
学

◯
３　

位
＝
広
島
大
学
、
日
本
経
済
大
学

▽
優
秀
校
＝
Ｓ
Ｂ
Ｃ
東
京
医
療
大
学
、

　
　
　
　
　

九
州
共
立
大
学
、
同
志
社
大
学
、

　
　
　
　
　

別
府
大
学

大
阪
教
育
大
学
が
初
優
勝

大
阪
教
育
大
学
が
初
優
勝

　

決
勝
は
初
の
決
勝
進
出
と
な
る
大
阪
教

　

決
勝
は
初
の
決
勝
進
出
と
な
る
大
阪
教

育
大
学
と
過
去
３
回
の
優
勝
経
験
が
あ
る

育
大
学
と
過
去
３
回
の
優
勝
経
験
が
あ
る

埼
玉
大
学
の
対
戦
。

埼
玉
大
学
の
対
戦
。

　

先
鋒
戦
は
埼
玉
大
学
・
舩
山
葵
音
が
大

　

先
鋒
戦
は
埼
玉
大
学
・
舩
山
葵
音
が
大

外
刈
で
一
本
勝
ち
し
、
中
堅
戦
は
大
阪
教

外
刈
で
一
本
勝
ち
し
、
中
堅
戦
は
大
阪
教

育
大
学
・
手
島
み
づ
き
が
粘
り
強
い
柔
道

育
大
学
・
手
島
み
づ
き
が
粘
り
強
い
柔
道

を
展
開
し
、
相
手
の
反
則
負
け
で
勝
利
。

を
展
開
し
、
相
手
の
反
則
負
け
で
勝
利
。

　

大
将
戦
で
は
、
大
阪
教
育
大
学
・
笠
間

　

大
将
戦
で
は
、
大
阪
教
育
大
学
・
笠
間

芽
伊
が
序
盤
に
送
襟
絞
で
一
本
を
奪
い
勝

芽
伊
が
序
盤
に
送
襟
絞
で
一
本
を
奪
い
勝

利
。
大
阪
教
育
大
学
が
初
の
優
勝
に
輝
い

利
。
大
阪
教
育
大
学
が
初
の
優
勝
に
輝
い

た
。
た
。

■
女
子
二
部

■
女
子
二
部
（
３
人
制
）

（
３
人
制
）

〈決勝〉〈決勝〉

◉優勝インタビュー＝石川美久監督◉優勝インタビュー＝石川美久監督
「ずっと日本一を目指していたので嬉しい限りで「ずっと日本一を目指していたので嬉しい限りで
す。（決勝は）中堅戦で１年生の手島選手が勝ってす。（決勝は）中堅戦で１年生の手島選手が勝って
くれたことが優勝につながったと思います」くれたことが優勝につながったと思います」

【女子一部・決勝（副将戦）】【女子一部・決勝（副将戦）】
東海大学・角田（下）が裏投で一本を奪う東海大学・角田（下）が裏投で一本を奪う

【女子一部・決勝（大将戦）】東海大学・山口（上）が内股で筑波大学・井上を崩し、袈裟固と合技で一本を奪った【女子一部・決勝（大将戦）】東海大学・山口（上）が内股で筑波大学・井上を崩し、袈裟固と合技で一本を奪った

監　督監　督＝石川　美久＝石川　美久
指導者指導者＝杉田　菜摘、宮下　真八＝杉田　菜摘、宮下　真八
主　将主　将＝長谷川　福／＝長谷川　福／主　務主　務＝木島理樹太＝木島理樹太
選　手（学年・身長・体重・出身高校）選　手（学年・身長・体重・出身高校）＝＝
長谷川　福（４年・158㎝・63㎏・高松商業）長谷川　福（４年・158㎝・63㎏・高松商業）
笠間　芽伊（２年・158㎝・70㎏・加藤学園）笠間　芽伊（２年・158㎝・70㎏・加藤学園）
谷口　茉輝（２年・160㎝・48㎏・常翔学園）谷口　茉輝（２年・160㎝・48㎏・常翔学園）
手島みづき（１年・155㎝・57㎏・大分西）手島みづき（１年・155㎝・57㎏・大分西）
森實　真江（１年・160㎝・63㎏・愛媛県立三島）森實　真江（１年・160㎝・63㎏・愛媛県立三島）

優勝＝大阪教育大学優勝＝大阪教育大学

【女子二部・決勝（中堅戦）】【女子二部・決勝（中堅戦）】
大阪教育大学・手島（左）が攻撃をしかける大阪教育大学・手島（左）が攻撃をしかける

〈決勝〉〈決勝〉
東海大学東海大学 ２－１２－１ 筑波大学筑波大学

先先 横山　美月横山　美月 ××
（引分）（引分） 福永　葉子福永　葉子

次次 本田　里來本田　里來 　－○　－○
（（大内返大内返）） トーレス カミラトーレス カミラ

中中 莊司　理彩莊司　理彩 ××
（引分）（引分） 佐竹　優芽佐竹　優芽

副副 角田　　愛角田　　愛 ○－　○－　
（（裏投裏投）） 岡本　紗季岡本　紗季

大大 山口　千弘山口　千弘 ○－　○－　
（（内股+袈裟固内股+袈裟固）） 井上　朋香井上　朋香

大坂教育大学大坂教育大学 ２－１２－１ 埼玉大学埼玉大学

先先 長谷川　福長谷川　福 　－○　－○
（（大外刈大外刈）） 舩山　葵音舩山　葵音

中中 手島みづき手島みづき ○－　○－　
（（反則負け反則負け）） 沖田　遥望沖田　遥望

大大 笠間　芽伊笠間　芽伊 ○－　○－　
（（送襟絞送襟絞）） 若王子　咲月若王子　咲月
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ニュース　全日本学生剣道選手権大会・全日本学生剣道東西対抗試合

　

第
74
回
全
日
本
学
生
剣
道
選
手
権
大
会

（
主
催
＝
全
日
本
学
生
剣
道
連
盟
、
毎
日

新
聞
社
）
が
７
月
４
・
５
日
に
日
本
武
道

館
で
開
催
さ
れ
、
全
国
８
ブ
ロ
ッ
ク
（
北

海
道
・
東
北
・
関
東
・
北
信
越
・
東
海
・

関
西
・
中
四
国
・
九
州
）
の
予
選
を
突
破

し
た
212
名
が
学
生
剣
道
日
本
一
の
座
か
け

て
鎬し
の
ぎを
削
っ
た
。

　

決
勝
は
池
田
稀き

羅ら

（
日
本
体
育
大
学
）

と
戸
田
優
人（
法
政
大
学
）の
顔
合
わ
せ
。

延
長
戦
を
制
し
、
池
田
が
面
を
決
め
て
一

本
勝
ち
で
初
優
勝
し
た
。

　

選
手
権
大
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
東
西

対
抗
試
合
（
各
地
域
連
盟
か
ら
東
西
各
20

名
と
補
欠
５
名
を
選
出
）
で
は
、
東
軍
が

６
人
を
残
し
て
勝
利
し
、
２
年
連
続
の
優

勝
と
な
っ
た
。

　

初
日
の
４
日
に
１
・
２
回
戦
を
、
２
日

　

初
日
の
４
日
に
１
・
２
回
戦
を
、
２
日

目
の
５
日
に
３
回
戦
か
ら
決
勝
ま
で
の
試

目
の
５
日
に
３
回
戦
か
ら
決
勝
ま
で
の
試

合
を
、
男
女
同
時
進
行
で
行
っ
た
。

合
を
、
男
女
同
時
進
行
で
行
っ
た
。

◇◇

　

池
田
は
準
々
決
勝
で
森
大
颯
（
筑
波
大

　

池
田
は
準
々
決
勝
で
森
大
颯
（
筑
波
大

学
）
に
面
・
胴
を
決
め
て
二
本
勝
ち
を
収

学
）
に
面
・
胴
を
決
め
て
二
本
勝
ち
を
収

め
る
。
準
決
勝
で
は
、
小
栁
宏
成
（
筑
波

め
る
。
準
決
勝
で
は
、
小
栁
宏
成
（
筑
波

大
学
）
に
先
に
胴
を
奪
わ
れ
る
も
、
池
田

大
学
）
に
先
に
胴
を
奪
わ
れ
る
も
、
池
田

が
果
敢
に
攻
め
立
て
、
面
・
突
き
を
２
本

が
果
敢
に
攻
め
立
て
、
面
・
突
き
を
２
本

連
取
し
て
逆
転
勝
ち
で
決
勝
へ
進
ん
だ
。

連
取
し
て
逆
転
勝
ち
で
決
勝
へ
進
ん
だ
。池田の優勝に湧く日本体育大学池田の優勝に湧く日本体育大学

第
74
回
全
日
本
学
生
剣
道
選
手
権
大
会

第
73
回
全
日
本
学
生
剣
道
東
西
対
抗
試
合

憧
れ
の
舞
台
で
、

憧
れ
の
舞
台
で
、

池
田
稀
羅

池
田
稀
羅
（
日
体
大
）

（
日
体
大
）
が
初
優
勝

が
初
優
勝【決勝】池田（左）が面を決める【決勝】池田（左）が面を決める

　

も
う
一
方
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
戸
田
が

　

も
う
一
方
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
戸
田
が

準
々
決
勝
で
福
岡
勇
馬
（
中
央
大
学
）
か

準
々
決
勝
で
福
岡
勇
馬
（
中
央
大
学
）
か

ら
面
を
、
準
決
勝
で
は
武
本
瑠
依
（
国
士

ら
面
を
、
準
決
勝
で
は
武
本
瑠
依
（
国
士

舘
大
学
）
か
ら
小
手
を
奪
い
、
決
勝
へ
駒

舘
大
学
）
か
ら
小
手
を
奪
い
、
決
勝
へ
駒

を
進
め
た
。

を
進
め
た
。

　

池
田
と
戸
田
の
決
勝
。
ど
ち
ら
が
勝
っ

　

池
田
と
戸
田
の
決
勝
。
ど
ち
ら
が
勝
っ

て
も
初
優
勝
と
な
る
。
両
者
積
極
的
に
攻

て
も
初
優
勝
と
な
る
。
両
者
積
極
的
に
攻

め
る
が
、
決
め
手
を
欠
き
延
長
戦
へ
。
戸

め
る
が
、
決
め
手
を
欠
き
延
長
戦
へ
。
戸

田
が
逆
胴
を
外
し
、
面
が
空
い
た
一
瞬
の

田
が
逆
胴
を
外
し
、
面
が
空
い
た
一
瞬
の

隙
に
、
池
田
が
面
を
放
っ
て
見
事
に
一
本

隙
に
、
池
田
が
面
を
放
っ
て
見
事
に
一
本

と
な
っ
た
。
昨
年
は
大
会
の
運
営
役
員
と

と
な
っ
た
。
昨
年
は
大
会
の
運
営
役
員
と

し
て
目
の
前
で
行
わ
れ
る
試
合
を
見
て
い

し
て
目
の
前
で
行
わ
れ
る
試
合
を
見
て
い

た
池
田
が
、
憧
れ
の
舞
台
で
初
優
勝
に
輝

た
池
田
が
、
憧
れ
の
舞
台
で
初
優
勝
に
輝

い
た
。

い
た
。
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【
選
手
権
大
会
結
果
】

【
選
手
権
大
会
結
果
】

◉
優　

勝

◉
優　

勝

　

池
田
稀
羅（
日
本
体
育
大
学
・３
年
）

　

池
田
稀
羅（
日
本
体
育
大
学
・３
年
）

◎
準
優
勝

◎
準
優
勝

　

戸
田
優
人
（
法
政
大
学
・
３
年
）

　

戸
田
優
人
（
法
政
大
学
・
３
年
）

○
３　

位

○
３　

位

　

小
栁
宏
成
（
筑
波
大
学
・
４
年
）

　

小
栁
宏
成
（
筑
波
大
学
・
４
年
）

　

武
本
瑠
依
（
国
士
舘
大
学
・
２
年
）

　

武
本
瑠
依
（
国
士
舘
大
学
・
２
年
）

▽
敢
闘
賞

▽
敢
闘
賞

　

森
大
颯
（
筑
波
大
学
・
１
年
）

　

森
大
颯
（
筑
波
大
学
・
１
年
）

　

福
岡
勇
馬
（
中
央
大
学
・
４
年
）

　

福
岡
勇
馬
（
中
央
大
学
・
４
年
）

　

赤
星
陽
生
（
中
央
大
学
・
４
年
）

　

赤
星
陽
生
（
中
央
大
学
・
４
年
）

　

寺
村
崚
我
（
清
和
大
学
・
４
年
）

　

寺
村
崚
我
（
清
和
大
学
・
４
年
）

【
東
西
対
抗
試
合
結
果
】

【
東
西
対
抗
試
合
結
果
】

◉
優　

勝

◉
優　

勝
＝
東
軍

＝
東
軍

★
優
秀
選
手
賞

★
優
秀
選
手
賞

・
東
軍

・
東
軍

　

廣
政
壮
汰
（
東
洋
大
学
・
２
年
）

　

廣
政
壮
汰
（
東
洋
大
学
・
２
年
）

　

寺
坂
祥
（
専
修
大
学
・
４
年
）

　

寺
坂
祥
（
専
修
大
学
・
４
年
）

　

久
保
冬
晟
（
国
士
舘
大
学
・
４
年
）

　

久
保
冬
晟
（
国
士
舘
大
学
・
４
年
）

　

森
大
翼
（
中
央
大
学
・
４
年
）

　

森
大
翼
（
中
央
大
学
・
４
年
）

・
西
軍

・
西
軍

　

久
保
大
悟（
日
本
経
済
大
学
・
４
年
）

　

久
保
大
悟（
日
本
経
済
大
学
・
４
年
）

　

石
田
海
斗
（
中
京
大
学
・
４
年
）

　

石
田
海
斗
（
中
京
大
学
・
４
年
）

　

舩
迫
仁
也（
鹿
屋
体
育
大
学
・
４
年
）

　

舩
迫
仁
也（
鹿
屋
体
育
大
学
・
４
年
）

優
勝
者
コ
メ
ン
ト

「
大
学
３
年
間
や
っ
て
き
て
、
力
が
付
い

「
大
学
３
年
間
や
っ
て
き
て
、
力
が
付
い

て
勝
て
た
と
思
い
ま
す
。
入
学
当
初
は

て
勝
て
た
と
思
い
ま
す
。
入
学
当
初
は

同
期
が
強
く
て
全
然
勝
て
ま
せ
ん
で
し
た

同
期
が
強
く
て
全
然
勝
て
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
自
分
次
第
だ
と
思
っ
た
の
で
、
苦
し

が
、
自
分
次
第
だ
と
思
っ
た
の
で
、
苦
し

い
稽
古
も
集
中
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

い
稽
古
も
集
中
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

２
年
生
に
な
る
と
下
級
生
が
入
っ
て
き
て

２
年
生
に
な
る
と
下
級
生
が
入
っ
て
き
て

自
分
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り

自
分
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
去
年
の
個
人
戦
は
選
考
で
あ
と

ま
し
た
。
去
年
の
個
人
戦
は
選
考
で
あ
と

一
歩
の
と
こ
ろ
で
出
ら
れ
な
く
て
悔
し
い

一
歩
の
と
こ
ろ
で
出
ら
れ
な
く
て
悔
し
い

思
い
を
し
ま
し
た
。『
今
年
こ
そ
は
』
と

思
い
を
し
ま
し
た
。『
今
年
こ
そ
は
』
と

い
う
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
き
た
の
で
、

い
う
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
き
た
の
で
、

そ
れ
が
結
果
に

そ
れ
が
結
果
に
繋繋つ
な
つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
が

が
っ
た
と
思
い
ま
す
が

ま
さ
か
、
優
勝
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な

ま
さ
か
、
優
勝
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
で
す
。
決
勝
で
は
打
た
せ
る
だ
け

か
っ
た
で
す
。
決
勝
で
は
打
た
せ
る
だ
け

打
た
せ
て
、
空
い
た
と
こ
ろ
を
狙
お
う
と

打
た
せ
て
、
空
い
た
と
こ
ろ
を
狙
お
う
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
に
満
足
せ

考
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
に
満
足
せ

ず
、
来
年
も
ま
た
こ
こ
に
戻
っ
て
こ
ら
れ

ず
、
来
年
も
ま
た
こ
こ
に
戻
っ
て
こ
ら
れ

る
よ
う
、
力
を
付
け
て
い
き
た
い
で
す
」

る
よ
う
、
力
を
付
け
て
い
き
た
い
で
す
」

心技体 人を育てる総合誌

◯
東
西
対
抗
は
東
軍
が
２
年
連
続
の
勝
利

◯
東
西
対
抗
は
東
軍
が
２
年
連
続
の
勝
利

　

寺
坂
（
専
修
大
）
が
驚
異
の
９
人
抜
き

　

寺
坂
（
専
修
大
）
が
驚
異
の
９
人
抜
き

　

選
手
権
大
会
終
了
後
に
、
東
西
対
抗
試

　

選
手
権
大
会
終
了
後
に
、
東
西
対
抗
試

合
が
行
わ
れ
た
。
試
合
は
３
分
１
本
勝
負

合
が
行
わ
れ
た
。
試
合
は
３
分
１
本
勝
負

の
勝
ち
抜
き
戦
で
行
わ
れ
、
大
将
の
試
合

の
勝
ち
抜
き
戦
で
行
わ
れ
、
大
将
の
試
合

の
み
３
分
区
切
り
の
延
長
戦
（
２
回
）
が

の
み
３
分
区
切
り
の
延
長
戦
（
２
回
）
が

行
わ
れ
る
。

行
わ
れ
る
。

　

東
軍
・
十
三
将
の
寺
坂
祥
（
専
修
大

　

東
軍
・
十
三
将
の
寺
坂
祥
（
専
修
大

学
）
が
９
人
を
抜
き
、
東
軍
が
大
き
く
リ

学
）
が
９
人
を
抜
き
、
東
軍
が
大
き
く
リ

ー
ド
す
る
。
そ
の
後
も
、
東
軍
・
十
一
将

ー
ド
す
る
。
そ
の
後
も
、
東
軍
・
十
一
将

の
久
保
冬
晟
（
国
士
舘
大
学
）
が
５
人
抜

の
久
保
冬
晟
（
国
士
舘
大
学
）
が
５
人
抜

き
を
し
て
さ
ら
に
差
が
広
が
り
、
こ
こ
で

き
を
し
て
さ
ら
に
差
が
広
が
り
、
こ
こ
で

最
後
の

最
後
の
砦砦と
り
で

と
り
で、西
軍
・
大
将
の
舩
迫
仁
也
（
鹿

、西
軍
・
大
将
の
舩
迫
仁
也
（
鹿

屋
体
育
大
学
）
が
登
場
。
舩
迫
は
久
保
を

屋
体
育
大
学
）
が
登
場
。
舩
迫
は
久
保
を

面
で
下
し
勝
利
を
収
め
る
。
舩
迫
は
４
人

面
で
下
し
勝
利
を
収
め
る
。
舩
迫
は
４
人

続
け
て
勝
ち
抜
く
活
躍
を
見
せ
た
が
、
東

続
け
て
勝
ち
抜
く
活
躍
を
見
せ
た
が
、
東

軍
・
七
将
の
森
大
翼
（
中
央
大
学
）
が
小

軍
・
七
将
の
森
大
翼
（
中
央
大
学
）
が
小

手
で
舩
迫
を
下
し
、
東
軍
が
２
年
連
続
の

手
で
舩
迫
を
下
し
、
東
軍
が
２
年
連
続
の

優
勝
を
果
た
し
た
。

優
勝
を
果
た
し
た
。

【東西対抗試合】【東西対抗試合】
舩迫（西軍・大将）　対　森（東軍・七将／右）舩迫（西軍・大将）　対　森（東軍・七将／右） 優勝＝池田稀羅選手優勝＝池田稀羅選手

中本和洋全日本学生剣道連盟会長から中本和洋全日本学生剣道連盟会長から
東軍に優勝旗が授与された東軍に優勝旗が授与された

日本武道館の単行本

日本の武道

禅の思想と剣術

〒102-8321　東京都千代田区北の丸公園2番3号

TEL(03)3216-5147／FAX(03)3216-5158
http://www.nipponbudokan.or.jp/

日本武道館 教育文化部出版広報課

日本武道館 編
（ B５判・上製・箱入・526頁 ）

北海道大学大学院教授　佐藤鍊太郎 著
（ 四六判・上製・386頁 ）
禅の思想と剣術がどう関わってきたか、武道伝
書を基に検証し、剣術が剣道へと発展昇華して
いく過程をわかりやすく解説。

日本の武道の全てを網羅した、武道関係者
必携の書。武道小百科事典としても役立つ
充実した資料編を巻末に収録。

高め合う剣道
筑波大学名誉教授　佐藤成明 著

（ 四六判・上製・564頁 ）
教育剣道の実践者として長年の経験をもつ
筆者が、古今の文献を手掛かりに日々の修
錬で大事な事柄を綴る。

刀剣の歴史と思想
筑波大学大学院准教授　酒井利信 著

（ 四六判・上製・346頁 ）
日本人が、刀剣を単なる武器としてではなく、
神聖なものとして捉える思想とは何か。日本刀
剣思想の独自性を確かな史料を基に考察する。

人を育てる剣道
剣道範士八段　⻆ 正武 著

（ 四六判・上製・268頁 ）
剣道の真価は、気力を練り上げ、肚をつくる修
行にある。人間の土台をつくる剣道を目指す著
者渾身の剣道指導論。

◉ご注文・お問い合わせ
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第
60
回
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
選
手
権

大
会
（
主
催
＝
全
日
本
学
生
剣
道
連
盟
、

毎
日
新
聞
社
）
が
７
月
４
・
５
日
に
日
本

武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
全
国
８
ブ
ロ
ッ
ク

（
男
子
と
同
様
）
の
予
選
を
勝
ち
上
が
っ

た
120
名
が
女
子
学
生
剣
道
日
本
一
を
目
指

し
て
戦
っ
た
。

　

決
勝
に
は
村
田
結
依
（
中
央
大
学
）
と

佐
藤
悠
月（
山
形
大
学
）が
勝
ち
上
が
り
、

延
長
の
末
、
村
田
が
面
を
決
め
て
連
覇
を

果
た
し
た
。

　

女
子
選
手
権
大
会
終
了
後
に
東
西
対
抗

試
合
（
各
地
域
連
盟
か
ら
東
西
各
10
名
と

補
欠
４
名
を
選
出
）
が
行
わ
れ
、
大
将
同

士
の
戦
い
の
末
、
東
軍
が
２
年
連
続
で
勝

利
し
た
。

村
田
結
依

村
田
結
依

（中央大）（中央大）

が
連
覇
を
達
成

が
連
覇
を
達
成

　

前
回
大
会
優
勝
の
村
田
は
準
々
決
勝

　

前
回
大
会
優
勝
の
村
田
は
準
々
決
勝

で
、
森
田
有
星
（
法
政
大
学
）
に
面
を
決

で
、
森
田
有
星
（
法
政
大
学
）
に
面
を
決

め
て
一
本
勝
ち
を
収
め
る
。
準
決
勝
で

め
て
一
本
勝
ち
を
収
め
る
。
準
決
勝
で

は
、
夏
井
彩
綺
（
環
太
平
洋
大
学
）
に
小

は
、
夏
井
彩
綺
（
環
太
平
洋
大
学
）
に
小

手
を
決
め
て
一
本
勝
ち
。
盤
石
の
強
さ
を

手
を
決
め
て
一
本
勝
ち
。
盤
石
の
強
さ
を

見
せ
つ
け
た
。

見
せ
つ
け
た
。

　

も
う
一
方
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
前
回
大

　

も
う
一
方
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
前
回
大

会
準
優
勝
の
佐
藤
が
決
勝
に
勝
ち
上
が
っ

会
準
優
勝
の
佐
藤
が
決
勝
に
勝
ち
上
が
っ

た
。
準
々
決
勝
で
は
樋
口
恵
淑
（
鹿
屋
体

た
。
準
々
決
勝
で
は
樋
口
恵
淑
（
鹿
屋
体

育
大
学
）
に
面
を
、
準
決
勝
で
福
岡
さ
く

育
大
学
）
に
面
を
、
準
決
勝
で
福
岡
さ
く

ら
（
中
央
大
学
）
に
面
を
決
め
、
面
が

ら
（
中
央
大
学
）
に
面
を
決
め
、
面
が
冴冴ささ

第
60
回
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会

第
20
回
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
東
西
対
抗
試
合

健闘を労（ねぎら）う健闘を労（ねぎら）う
中央大学・北原修監督（右）中央大学・北原修監督（右）

え
た
試
合
展
開
と
な
っ
た
。

え
た
試
合
展
開
と
な
っ
た
。

　

決
勝
は
、
前
回
大
会
と
同
じ
顔
合
わ

　

決
勝
は
、
前
回
大
会
と
同
じ
顔
合
わ

せ
。
連
覇
を
狙
う
村
田
に
対
し
、
４
年
生

せ
。
連
覇
を
狙
う
村
田
に
対
し
、
４
年
生

で
本
大
会
最
後
の
出
場
と
な
る
佐
藤
。
互

で
本
大
会
最
後
の
出
場
と
な
る
佐
藤
。
互

い
に
決
め
手
を
欠
き
、
３
度
目
の
延
長
戦

い
に
決
め
手
を
欠
き
、
３
度
目
の
延
長
戦

へ
突
入
す
る
。
佐
藤
が
突
き
を
を
放
っ
た

へ
突
入
す
る
。
佐
藤
が
突
き
を
を
放
っ
た

後
、
胴
を
警
戒
し
て
手
元
を
下
げ
た
と
こ

後
、
胴
を
警
戒
し
て
手
元
を
下
げ
た
と
こ

ろ
に
村
田
が
面
を
決
め
、
一
本
。
村
田
が

ろ
に
村
田
が
面
を
決
め
、
一
本
。
村
田
が

連
覇
を
達
成
し
た
。

連
覇
を
達
成
し
た
。

決勝を前に面をつける村田決勝を前に面をつける村田

【決勝】村田（右）が面を決める【決勝】村田（右）が面を決める
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ニュース　全日本女子学生剣道選手権大会・全日本女子学生剣道東西対抗試合

【
女
子
選
手
権
大
会
結
果
】

【
女
子
選
手
権
大
会
結
果
】

◉
優　

勝

◉
優　

勝

　

村
田
結
依
（
中
央
大
学
・
３
年
）

　

村
田
結
依
（
中
央
大
学
・
３
年
）

◎
準
優
勝

◎
準
優
勝

　

佐
藤
悠
月
（
山
形
大
学
・
４
年
）

　

佐
藤
悠
月
（
山
形
大
学
・
４
年
）

○
３　

位

○
３　

位

　

夏
井
彩
綺（
環
太
平
洋
大
学
・
２
年
）

　

夏
井
彩
綺（
環
太
平
洋
大
学
・
２
年
）

　

福
岡
さ
く
ら
（
中
央
大
学
・
２
年
）

　

福
岡
さ
く
ら
（
中
央
大
学
・
２
年
）

▽
敢
闘
賞

▽
敢
闘
賞

　

森
田
有
星
（
法
政
大
学
・
２
年
）

　

森
田
有
星
（
法
政
大
学
・
２
年
）

　

樋
口
恵
淑（
鹿
屋
体
育
大
学
・
４
年
）

　

樋
口
恵
淑（
鹿
屋
体
育
大
学
・
４
年
）

　

櫻
井
小
雪
（
法
政
大
学
・
３
年
）

　

櫻
井
小
雪
（
法
政
大
学
・
３
年
）

　

福
西
凛
花（
慶
應
義
塾
大
学
・
４
年
）

　

福
西
凛
花（
慶
應
義
塾
大
学
・
４
年
）

【
東
西
対
抗
試
合
結
果
】

【
東
西
対
抗
試
合
結
果
】

◉
優　

勝

◉
優　

勝
＝
東
軍

＝
東
軍

★
優
秀
選
手
賞

★
優
秀
選
手
賞

・
東
軍

・
東
軍

　

岩
原
千
佳
（
筑
波
大
学
・
４
年
）

　

岩
原
千
佳
（
筑
波
大
学
・
４
年
）

　

鈴
木
瞳
（
法
政
大
学
・
４
年
）

　

鈴
木
瞳
（
法
政
大
学
・
４
年
）

　

東
海
穂
香
（
立
教
大
学
・
２
年
）

　

東
海
穂
香
（
立
教
大
学
・
２
年
）

・
西
軍

・
西
軍

　

緒
方
未
琴
（
中
京
大
学
・
３
年
）

　

緒
方
未
琴
（
中
京
大
学
・
３
年
）

　

西
希
月
（
環
太
平
洋
大
学
・
３
年
）

　

西
希
月
（
環
太
平
洋
大
学
・
３
年
）

心技体 人を育てる総合誌

◯
東
西
対
抗
試
合
は
東
軍
が
勝
利

◯
東
西
対
抗
試
合
は
東
軍
が
勝
利

　

西
軍
・
八
将
の
緒
方
未
琴（
中
京
大
学
）

　

西
軍
・
八
将
の
緒
方
未
琴（
中
京
大
学
）

が
２
人
抜
き
、
同
じ
く
西
軍
・
中
堅
の
西

が
２
人
抜
き
、
同
じ
く
西
軍
・
中
堅
の
西

希
月
（
環
太
平
洋
大
学
）
も
２
人
抜
き
を

希
月
（
環
太
平
洋
大
学
）
も
２
人
抜
き
を

す
る
展
開
と
な
っ
た
。
追
い
つ
き
た
い
東

す
る
展
開
と
な
っ
た
。
追
い
つ
き
た
い
東

軍
は
大
将
の
岩
原
千
佳（
筑
波
大
学
）が
、

軍
は
大
将
の
岩
原
千
佳（
筑
波
大
学
）が
、

西
軍
の
四
将
・
三
将
・
副
将
に
い
ず
れ
も

西
軍
の
四
将
・
三
将
・
副
将
に
い
ず
れ
も

面
を
決
め
、
大
将
同
士
の
戦
い
へ
と
も
ち

面
を
決
め
、
大
将
同
士
の
戦
い
へ
と
も
ち

込
ん
だ
。

込
ん
だ
。

　

東
軍
・
岩
原
と
西
軍
・
林
美
陽
（
鹿
屋

　

東
軍
・
岩
原
と
西
軍
・
林
美
陽
（
鹿
屋

体
育
大
学
）
と
の
対
戦
は
、
岩
原
が
面
を

体
育
大
学
）
と
の
対
戦
は
、
岩
原
が
面
を

決
め
、
東
軍
が
前
回
大
会
に
続
き
勝
利
を

決
め
、
東
軍
が
前
回
大
会
に
続
き
勝
利
を

収
め
た
。

収
め
た
。

【東西対抗試合】【東西対抗試合】
遠藤実（西軍・副将）　対　岩原（東軍・大将）遠藤実（西軍・副将）　対　岩原（東軍・大将）

岩原（右）が面を決め、大将同士の戦いに勝敗は委ねられた岩原（右）が面を決め、大将同士の戦いに勝敗は委ねられた

優
勝
者
コ
メ
ン
ト

　

連
覇
を
果
た
し
た
村
田
選
手
に
今
回
の

　

連
覇
を
果
た
し
た
村
田
選
手
に
今
回
の

優
勝
の
感
想
を
伺
う
と
「
ホ
ッ
と
し
ま
し

優
勝
の
感
想
を
伺
う
と
「
ホ
ッ
と
し
ま
し

た
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

た
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

「
連
覇
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
少
し

「
連
覇
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
少
し

は
あ
り
ま
し
た
が
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な

は
あ
り
ま
し
た
が
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
の
で
、
目
の
前
の
試
合
を
一
戦
一
戦
集

い
の
で
、
目
の
前
の
試
合
を
一
戦
一
戦
集

中
し
て
戦
お
う
と
思
っ
て
臨
み
ま
し
た
。

中
し
て
戦
お
う
と
思
っ
て
臨
み
ま
し
た
。

（
決
勝
に
つ
い
て
）
時
間
内
に
決
め
た
か

（
決
勝
に
つ
い
て
）
時
間
内
に
決
め
た
か

っ
た
の
で
す
が
、
最
後
ま
で
諦
め
な
い
で

っ
た
の
で
す
が
、
最
後
ま
で
諦
め
な
い
で

戦
い
ま
し
た
。
去
年
の
ま
ま
だ
と
こ
の
２

戦
い
ま
し
た
。
去
年
の
ま
ま
だ
と
こ
の
２

連
覇
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
去
年
以

連
覇
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
去
年
以

上
に
練
習
し
た
の
と
、
２
連
覇
や
去
年
優

上
に
練
習
し
た
の
と
、
２
連
覇
や
去
年
優

勝
し
た
こ
と
は
意
識
せ
ず
に
、
そ
の
日
の

勝
し
た
こ
と
は
意
識
せ
ず
に
、
そ
の
日
の

稽
古
を
や
っ
て
き
ま
し
た
」

稽
古
を
や
っ
て
き
ま
し
た
」

　

次
の
目
標
に
つ
い
て
は
「
全
日
本
女
子

　

次
の
目
標
に
つ
い
て
は
「
全
日
本
女
子

剣
道
選
手
権
大
会
の
予
選
を
勝
ち
抜
く
こ

剣
道
選
手
権
大
会
の
予
選
を
勝
ち
抜
く
こ

と
と
秋
の
団
体
戦
で
す
。
中
央
大
学
で
日

と
と
秋
の
団
体
戦
で
す
。
中
央
大
学
で
日

本
一
に
な
り
た
い
」
と
力
強
く
答
え
た
。

本
一
に
な
り
た
い
」
と
力
強
く
答
え
た
。 優勝＝村田結依選手優勝＝村田結依選手試合の様子試合の様子

村田選手に賞状が授与された村田選手に賞状が授与された 中央大学メンバーの記念撮影中央大学メンバーの記念撮影

東軍に優勝旗と優勝カップが手渡された東軍に優勝旗と優勝カップが手渡された
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